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伊那市議会　新体制でスタート
　５月８日・９日に開催された伊那市議会臨時会において、正副議長、各常任委員会、議会運
営委員会などの議会構成が決まりました。
　議長には黒河内浩議員を、副議長には飯島進議員を、議員の選挙（投票）により選出しまし
た。伊那市の発展と市民の福祉向上のため、21人の議員が全力で取り組みますので、市民
の皆様のご支援をよろしくお願いします。

議長・副議長就任あいさつ
　この度の議員の改選に伴い、正副議長に就任いたしました。よろしくお願
いいたします。
　議会は何のために存在するのか。その議会の構成員たる議員は、どのよう
な行動をしなければならないのか。我々はこの大命題を意識しながら、議会
活動をしていかなければならないものと認識しています。同時に我々は全
市民の代表であります。市民の意思をしっかりと掌握して、市政に反映させ
ていくことが使命であると認識しています。正副議長として、このことを常
に意識しながら議会活動に努めてまいります。
　現在、議会は歴史の流れの中で大きな岐路に立っているとも言えます。そ
れは議員の「なり手不足」の問題であります。この度の伊那市議会議員選挙
においても、伊那市議会初の無投票という結果になり、これでは市民の意思
が反映されたとは言えません。議会の存在価値が薄れてきているのかもし
れません。市民から、頼りにされ、信頼される議会を構築していくことが、
現在の正副議長に課せられた大きな任務でもあります。
　「市民の代表者としての認識」と「信頼される議会の構築」、この 2 点を
しっかりと肝に銘じて議会活動にまい進していきたいと思っています。市
民の皆様のご理解とご支援をお願いいたします。

議長
黒河内　浩

副議長
飯島　進

常任委員会

総務文教委員会

委 員 長　　唐澤　　稔
副委員長　  野口　輝雄

　三澤　俊明
　　　　　　　　宮島　良夫

　　　　　　　　飯島　光豊

　　　　　柴　満喜夫

　　飯島　尚幸

委 員 長　　前田　久子
副委員長　　二瓶　裕史

小林眞由美
　　　　　　　　馬場　　毅

　　　　　　松澤　　嘉

　　　　　白鳥　敏明

　　　黒河内　浩

委 員 長　　唐澤　千明
　　副委員長　　柳川　広美

　池上　直彦
　　　　　田畑　正敏

　　　　　　原　　一馬

　　　　　　宮原　英幸

　　　飯島　　進

委 員 長　　宮島　良夫
　　副委員長　　白鳥　敏明

　田畑　正敏
　　　　　野口　輝雄

　　　　　　唐澤　千明

　　　　　　前田　久子

　　　　　　　柳川　広美

社会委員会 経済建設委員会
議会運営委員会

新しい委員会構成

【所管事務】　・総務、企画情報、財
政、防災　・教育、生涯学習、スポー
ツ振興　・選挙、監査　など

【所管事務】　・市民生活、生活環
境、税務　・社会福祉、高齢者福祉、
子育て、健康推進　など

【所管事務】　・農林、商工、観光、
産業立地　・建設、住宅、都市整備
・上下水道　など

議会の円滑な運営のために、諸々の課
題について協議する。また、本会議の
日程調整や進行を確認する。
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